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なわち、2013年 9月 4日、最高裁判所大法廷は、民法 900条第 4号ただし書の規
定のうち嫡出でない子の相続分を嫡出子の相続分の 2分の 1とする部分は、遅くと
も 2001年 7月当時において、憲法 14条第 1項（法の下の平等）に違反していた
ものであるとした(1)。この決定を受けて、2013年 12月 11日に民法の改正がお
(1)最高裁判所大法廷 平成 24年（ク）第 984号、第 985号 平成 25年 9月 4日、最高裁判
所大法廷平成 24年（ク）第 1261号平成 25年 9月 4日。
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(3) Blackstone (1765), pp.442–445, 447.
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(4) Pollock & Maitland (1898/1968), vol.2, p.397.
(5) Baker (1990), p.557; Poos and Bonfield (ed.) (1998), Introduction, p. clxxxiv. 本書
はセルデン・ソサエティの刊行史料集である。以下では、114 SS, Intro., p. clxxxiv. と
いうように略記する。
(6) Baker (1990), p.557.「何ぴとの子にも非ざる子（nullius filius）」について詳しくは、
Adams（1946）を参照。
(7) Helmholz (1974), p.1.
(8)中世イングランドの農村における姦通については、加藤（2013）を参照。
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(9) Helmholz (1974), pp.1–2.
(10) Ibid., p.5.
(11) 1340年 1月 10日、ヨークシャー、メスリー村。114 SS., pp.19–20, case 18.
(12) Baker (1990), p.558; 114 SS, Intro., p. clxxxv.
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(13) Baker (1990), p.579.
(14)以上について詳細は、Pollock & Maitland (1898/1968), vol.2, pp.397–398を参照。
(15) Baker (1990), p.558.
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(16) Pollock & Maitland (1898/1968), vol.2, p.397. イングランドとは異なって 13世紀のフ
ランスとドイツの慣習では、非嫡出子の生まれは、しばしば多くの法的無能力の原因で




う。114 SS, Intro., p. clxxxiv.
(17) Ibid., p. clxxxvi.
(18) Ibid., p. clxxxvi; Hyams (1980), p.182.
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(19) 114 SS, Intro., p. clxxxviii.
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(20) 114 SS., Intro., p. clxxxviii.
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(21) bastard eigneについて詳しくは、Farrer (1917)を参照。
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［史料 1］ 1312年頃、ベッドフォードシャー、クランフィールド村（114 Selden























［史料 2］ 1318年 6月 26日、ケンブリッジシャー、クローランド・アビー村（114
Selden Society, p.130, case 168.）
「ホーワイズの娘アリスは非嫡出子であることが証明された。そして彼女は、［領
主の］許可なしに自由にウィリアム・オウディエンと結婚できた。」
［史料 3］ 1325年 2月 11日、サフォーク州、ワーリングワース村（114 Selden























［史料 4］ 1328年 6月 23日、ハンプシャー、サウスウィック村（114 Selden



















































































































































陪審員たち、すなわち John de Anthorp, William Gode, John the son of Robert,
Hugh de Carlton, Robert the son of Roger, Adam de Corerod, John Brun of
Thorp, John de Aula, Robert the son of Alice, Petrus del Wro, Adam Nundy,
Thomas Nalsun, Hugh Wilham, John Nuney, Roger Greyvesun, John Ward,
John Truman, Walter de Carlton, Roger Swetkok, Robert Storur, Robert the
son of Alan, Robert Dobyn, Roger Gode, Peter Duble, Hugh Densom, Henry
Knyght, John Russel, John the son of Richard, Robert del Wro, William the




































































































































































































［史料 6］ 1337年 1月 8日、ヨークシャー、ハットフィールド・チェイス村（114













［史料 7］ 1337年 1月 22日、ヨークシャー、ハットフィールド・チェイス村（114











［史料 8］ 1337年 9月 24日、ヨークシャー、ハットフィールド・チェイス村（114










［史料 9］ 1339年 4月 7日、ヨークシャー、ハットフィールド・チェイス村（114



































































































































当事者の合意によって選ばれた陪審員たち、すなわち、Hugh de Hatfield, John
Hamond, Thomas atte Stok, Richard Hamond, Thomas Milner, William del
Cote, John the son of Hugh, John Gerard, John de Sourby, John Robyn, John










［史料 10］ 1339年 12月 1日、ヨークシャー、ハットフィールド・チェイス村（114























































































陪審員たち、すなわちThomas atte Stok, Richard Hamond, Hugh de Hatfield,
Thomas Milner, William atte Cotte, Nicholas the son of John, John Hamond
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the elder, Richard the Wrot, John the son of Hugh, Roger Chapman, Thomas



























































































































































































［史料 11］ 1348年 6月 11日、ヨークシャー、ハットフィールド・チェイス村（114





ソーン村にある建物付きの 2と 2分の 1エーカーの土地と採草地を、荘園の慣習に
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身の法定相続人なしに［法定相続人を持つ資格なしに］死亡したからである。
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